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中間報告の概要 

 

 公益財団法人日本食肉流通センターは、２０１７年４月から部分肉の公表価格の 

算定方式を変更した。３年余りが経過した機会に、センターで保管しているデータ 

及び農林水産省の食肉流通統計の資料を使用して、部分肉の近年の価格動向がどの 

ような特徴を有していたかを統計的な手法を活用して明らかにするため、部分肉価格

と枝肉価格との相関などの下記の８項目について、分析し、要約したものが「中間  

報告」である。 

 分析結果の概要は、以下のとおり。分析の対象期間は、２０１０年２月～２０１９

年３月までの１１０ヶ月間。 

 なお、本報告では、有意確率が 0.05 未満を統計的に有意水準とみなした。 

 

 

ア 牛・豚の枝肉価格は、大阪市場の方が東京市場より高かった。一方、牛・

豚の部分肉セット（以下、「セット」という。）価格は、首都圏の方が近畿圏

より高かった。 

  価格のばらつきは、セットより枝肉の方が大きく、豚肉より牛肉の方が  

大きかった。 

 

イ 牛・豚のセット価格は、枝肉価格と正の相関がみられ、枝肉価格が上昇  

すれば、セット価格が上昇することが統計的に検証された。 

 

ウ 枝肉価格からセット価格を推定する回帰式を求めたところ、統計的に有意

な傾きがみられ、セット価格が枝肉価格に連動することが回帰式からも確認

された。 

 

エ 首都圏でセット価格が上昇・下降する際、豚肉では重量中央値より安い  

第１四分位値の上下する幅が重量中央値のものより大きく、一方、牛肉では

逆に、重量中央値より高い第３四分位値の上昇幅が重量中央値のものより 

大きかった。 

 

オ 首都圏の豚肉の部位別価格の推移をみると、対象期間中、「セット」価格が

上昇傾向にあった中で、「ばら」の価格上昇率が「セット」のものを上回り、

高価格部位である「ロース」や「ヒレ」の価格上昇率が「セット」のものを 

下回った。「かたロース」、「もも」及び「うで」では「ばら」、「ロース」及び

「ヒレ」ほどの大きな価格変化はみられなかった。 
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カ 首都圏の和牛チルド「４」・「３」のもも関連部位の価格動向をセット価格

のものと比較したところ、「４」では「うちもも」、「しんたま」、「らんいち」、

「そともも」の価格上昇率が「セット」のものを上回り、「３」では「うち   

もも」、「しんたま」、「らんいち」、「ももセット」の価格上昇率が「セット」の

ものを上回る傾向がみられた。 

  ただし、和牛のもも関連部位以外の部位別の価格でも、セットを上回る  

ものがみられたため、本結果のみでは、赤身志向によりもも関連部位の価格

が上昇したとは判断できない。 

 

キ 首都圏の和牛「かたロース」は、１２月に価格が顕著に上昇し、取引重量

が極端に増加することを対象期間中繰り返していた。 

 

ク 首都圏と近畿圏で、セットと部位別の取引重量の割合を比較したところ、

牛・豚肉とも、近畿圏の方が首都圏に比べ、部位別の取引割合が高かった。 
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